
 

令和７年度研究計画概要 

佐倉市立和田小学校 

研究領域  国語科 

研究主題  
主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習指導 

～国語科の学習を通して～ 

研究仮説  

【仮説①】  

身に付けさせたい力を明確にし、児童の興味や関心を生かした学習過程を設定するこ

とで、児童が主体的に学習に取り組むことができるであろう。 

 

【仮説②】 

学び合うための学習形態を工夫することで、児童は相手の見方や考え方を知り、自己

の考えを広げたり深めたりすることができるであろう。 

研究内容  

○教材・教具の工夫（掲示物・教師モデル・ICTの活用など） 

○言語表現活動（「話す・聞く」を中心に）の充実 

○地域の特色を生かした指導 

（少人数クラスでのきめ細かい指導、他学年・家庭・地域・関係機関との交流など） 

○日常的に言葉に親しませる活動の充実 

（川柳・読書・新聞の活用・音読など） 

○学びの変容を実感できる自己評価（振り返り）や相互評価の仕方 

研究計画  

（概要）  

４月 ○研究計画・年間計画  

 ５月 〇実態把握、アンケート調査の実施 

 ６月 〇理論研修（国語） 

 ７月 ○教材研究 

 ８月 ○モラールアップ研修、情報教育研修、伝達研修等                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       

 ９月 ○指導案検討 

１０月 ○校内授業研究会①（国語） 

１１月 ○指導案検討 

    ○校内授業研究会②（国語） 

    ○学校公開準備 

１２月 ○小規模特認校学校公開   

 １月 ○指導案検討 

○校内授業研究会③（特別支援） 

 ２月 ○年間指導計画の見直し  

○研究のまとめ 

 ３月 ○研究紀要作成 

○次年度の研究の方向性 

 


